
兵庫県臓器移植推進協議会

第１３回通常総会議案書

◇日 時 2015年 ４月２５日(土) １４：００ ～１6：３０

                            (開場 １３：３０)

◇会 場 神戸市勤労会館 ２階 多目的ホール

ＭＯＴＨＥＲ

兵庫県臓器移植推進協議会

＊この議案書は総会当日必ずご持参下さい。



【会場へのアクセス】

【交通アクセス】

市営地下鉄・JR・阪急・阪神・ポートライナー各三宮駅

から東へ徒歩5分



【兵庫県臓器移植推進協議会】

           第 13 回 通常総会議事次第

     □ 開催日時 ２０１5 年 ４月２5 日（土） １4：００～１６：３０

□ 開催会場 神戸市勤労会館 ２階 多目的ホール

第１部 第 13 回通常総会 (１４：００～１５：００)

1．開会挨拶    兵庫県臓器移植推進協議会        副 会 長 木村 勝

       開会に当たって（定足数報告）           

2．議長・議事署名人の選任

    議   長       

    議事録署名人   

    議事録署名人  

3． 審議事項

（１）報告議案

第１号議案 201４年度 事 業 報 告        副 会 長  木村 勝                                    

第２号議案  同     会計決算報告       事務局長   川瀬 喬

第３号議案  同   監査報告(別紙)      監    事   米田寛子

（２）承認議案

第４号議案 201５年度 役員改選に関する件   運営委員   下野 浩

第５号議案 同   活動方針・活動計画に関する件

同    森 利孝

       第６号議案 同   会計予算に関する件    事務局長  川瀬 喬

      第７号議案 その他

        

第２部 移植を考える(市民公開講座)（１５：1０～１６：３０）  

     “今一度、臓器提供を考える”

講 師 ： 小野 元先生（おのはじめ）

(聖マリアンナ医科大学病院 移植医療支援室 副室長)   

□ 閉会挨拶

   兵庫県臓器移植推進協議会                相談役  米田 准三
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第１号議案

201４年度 事業報告

  改正臓器移植法が施行後、4 年半経過し、脳死下の臓器提供数は年 40

～50 例に増えました。しかし、心停止後の提供数は 3 年前から急減、昨

年の死後の臓器提供総数(77 例)は、改正法施行以前の 2009 年の 105

例よりここ２年連続で下回っています。現状では 15 才未満の子供からの

脳死下の提供は 7 例に留まっています。

一方、５類型施設(法律で定めた脳死で臓器を提供できる高度な医療施設

など)の提供病院では、ドナーの意思を活かすための整備体制(院内コーデ

ィネーターの教育やシステムづくりなど)が着々と進んでいて、近い将来に

は死後の提供数の増加に結び付くものと思われます。

この様な状況下では、夫々の地域で移植医療の地道な啓蒙活動が益々重

要になってきている様に考えます。

本年度の協議会の活動を振り返りますと、一昨年から始めた臓器移植を

考える市民公開講座を年 2 回開催しました。その 1 つは４月に市内で吉開

俊一先生(新小倉病院、脳神経外科)をお招きして、「移植医療“臓器提供の

真実”」を講演して頂きました。2 つ目は同じ講師とテーマで、臓器移植推

進月間の 10 月に姫路市内で兵庫県腎友会との共催で開催しました。

講師は、臓器提供側の立場から我が国の移植医療が進まない理由を「国

民への啓発不足、メディアの誤誘導や医師が提供時のオプションを躊躇す

る問題など」を指摘された。姫路の講演後のシンポジウムでは、「今後、私

たちは何をなすべきか」についても参加者たちと話し合いました。

また、大学などの授業(兵庫医科大学、関西学院大学や神戸学院大学など

6 大学)では、“臓器移植の現状と課題”をテーマに話しました。学生たち

はドナーの評価やドナー家族と移植患者との交流に関心を示す人もいて、

我が国と移植先進国を比較するなど真剣に一緒に考えてくれました。

恒例の“移植を受けた子供たちの作品展”を須磨パティオで行いました。

移植を受けた子供たちのドナーへの感謝の気持ちを忘れない作品(絵画や

習字など約 20 点)に見入る子供たちが今年も見受けられました。

次年度では、“臓器移植を考える”市民公開講座などを主体に開催し、参

加者たちと共に考える機会を持ちたいと存じます。大学などの出前授業で

は引き続き『移植の正確な知識の普及・啓発と意思表示の大切さ』などを

話し、移植医療の理解者を増やす様に努めてまいります。

会員の皆様方には、Mother つうしんなどを通じ、日頃の私たちの活動

についてお知らせしていますが、至らぬ点も多く何かとご不満な点も多々

あるかと存じます。今後も温かいご支援とご協力の程お願い申し上げます。
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第1号議案

　　　年 活動行事名

　　月 日（曜日） 主催で行う行事 具体的内容 参加数(協議会、その他)

2014年 INAC神戸

４月　　　6日（日）「臓器提供意思表示カード」の配布ノエヴィア・スタジャム ・ 参加6名(協議会参加 1名、.ボランティア5名)

いのちと移植(市民)フォーラム

28日（日） 宗教家が語る“私の意思表示” 場所：神戸市勤労会館 ・観客：約60名(内.会員19名)

中之島まつり 場所：

5月 ３日（金） 「意思表示カード」配布,「移植アンケート」中之島公園 ・参加２名(協議会)

INAC神戸

12日（日） 「意思表示カード」の配布 ノエヴィア・スタジャム ・参加4名(協議会1名、学生3名）

第4２回こうべまつり 場所：

19日（日） 「意思表示カード」の配布、「ボートダーティング」おまつり大通り ・参加11名(協議会2、学生3名、その他6名）

INAC神戸 場所：

６月 ８日（土） 「意思表示カード」の配布 ノエヴィア・スタジャム ・参加5名(協議会2、学生3)

20日（木） ＭＯＴＨＥＲつうしんＮｏ26号発行

VISSEL神戸 場所：

22日（土） 「意思表示カード」の配布 ノエヴィア・スタジャム ・参加4名(協議会1、神戸献血の輪を広げる会3名)

出前授業： 場所： ・講師：川瀬

　28日（金） 「GIFT OF LIFEいのちの贈りもの」神戸夙川学院大学生命・生命倫理学 ・受講生2～4年生43名、

VISSEL神戸 場所：

８月 21日（水） 「意思表示カード」の配布 ノエヴィア・スタジャム ・参加4名(内、協議会3名)

出前授業： 場所：兵庫医科大学 ・講師：川瀬

9月 １3日（金） 「GIFT OF LIFEいのちの贈りもの」「社会福祉学」 ・受講生　1年123名

臓器移植を推進する 場所：

29日（日） 第4回チャリティゴルフ大会 武庫の台ゴルフコース ・参加者59名

臓器移植推進キャンペーン 場所：  ・ 参加者6名(協議会2名、移植の会4名)

10月 6日（日） 第24回こうべ健康福祉フェア しあわせの村 ・兵庫腎移植の会と共同参加、

場所： 主催：日本移植者協議会、参加者97名

13日（日） “移植セミナー” 県民会館303号室 共催：兵庫腎移植の会・兵庫県臓器移植推進協議会、

午前中： 場所：

19日（日） 先端医療一般公開に参加 先端医療センターTRIビル１F ・協議会参加2名

午前：日本移植者協議会主催 場所： ・ドナー家族2名

19日（日） ドナーとファミリーに感謝する集い ニュー大阪ホテル ・参加者25名(内、協議会2名)

出前授業： 場所： ・講師：川瀬

25日（金） 「GIFT OF LIFEいのちの贈りもの」神戸親和女子大学 臨床福祉学 ・参加41名、

平成２５年度 場所：

29日（火） “いのちの勉強会” 兵庫県医師会館２Ｆ ・参加　

出前授業： 場所：神戸学院大学 ・講師：川瀬

30日（水） 「GIFT OF LIFEいのちの贈りもの」「医療ソーシャルワーカー論」・2～4年生　41名

出前授業： 場祖： ・講師：川瀬

11月 7日（木） 「GIFT OF LIFEいのちの贈りもの」園田学園女子大学 　成人保健学・4年生　78名

場所：

22日（金） 神戸大学の移植フォーラムに参加神戸大学医学部付属病院　6Ｆ大教室・参加者30名(協議会の参者2名)

出前授業： 場所：関西学院大学 ・講師：

12月 11日（水） 「GIFT OF LIFEいのちの贈りもの」 「医療福祉論」　 ・2年生　37名

市民フォーラム 場所：　参加者20名 講師：神戸夙川学院大学　吉島一彦

15日（日） 文化人が語る“私の意思表示” 兵庫県私学会館303号 　　　神戸新聞論説委員　慶山充夫

2015年

1月 10日（金） ＭＯＴＨＥＲつうしんＮｏ2７号発行

出前授業： 場所：関西健康科学専門学校 朝・昼・夜間の3部制、講師：福西Dr.、受講生合計

２月 12日（日） 医学概論(「臓器移植」「移植体験」)「医療概論」１年120名 ・臓器移植、・GIFT OF LIFE いのちの贈りもの

“GIFT OF LIFE 場所：

7日(金)～10日(月) "移植を受けた子どもたちの作品展”須磨パティオセンターコート ・参加延10名、観客約300名（4日間累計） 

２０１4年度の活動実績

　　　　　　　兵庫県臓器移植推進協議会(MOTHERの会)
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第２号議案
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第 3 号議案

第 1３回通常総会

２０1４年度(平成 2６年)監査報告書

私たち監事は、兵庫県臓器移植推進協議会の決算報告書、即ち、現金、郵便

貯金、銀行預金通帳、郵便振替受払通知書、元帳、領収証などについて監査

し、その結果、すべての経理処理手続きは公正、妥当と認められました。

201５年 4 月 2５日

兵庫県臓器移植推進協議会

監事  白木 利周          印

監事 米田 寛子         印
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第４号議案

                      兵庫県臓器移植推進協議会

           2015 年度役員候補者

役  職   氏  名          所      属

会   長 都倉 邦明 ニューハートクラブ代表

  副 会 長 ○木村 勝 一級建築士

事務局長 ○川瀬 喬 兵庫腎移植の会 役員

幹   事

守殿 貞夫 兵庫腎疾患対策協会会長

福西 孝信 同上     副会長    坂井瑠実クリニック

竹田 雅 神戸大学大学院大学医学部 泌尿器科学講座 非常勤講師

松田 暉 公益財団法人神戸国際医療交流財団 理事長

※西 慎一 神戸大学大学院大学医学部 腎臓内科教授

※外山 博近 神戸大学大学院大学 医学部 肝・胆・膵外科学講座講師

運 営 委 員

       

○森 利孝 NPO 法人兵庫県腎友会 会長

○外林 雅夫 （社）兵庫県柔道整復師会 監事

○下野 浩 NPO法人日本移植者協議会 理事長

永井 徹 兵庫腎移植の会 役員

堀内 正美 NPO 法人阪神淡路大震災 1.17 希望の灯り 代表

○髙橋 直義 坂井瑠実クリニック

会   計 ※戸川裕加子 兵庫腎移植の会 役員

監   事
浅野 兵庫 兵庫県腎友会 事務局長

米田 寛子 兵庫県腎炎・ネフローゼ児を守る会

  相 談 役 米田 准三 京阪神興業株式会社 顧問

1. ○は企画委員を示す。※印は新委員を示す。

2. 今回、役員を退任される方は3名（大森吉弘幹事、髙橋ひとみさん、白木利周監事）です。
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第 5 号議案

201５年度活動基本方針

１． 臓器移植の普及・啓発活動

～臓器移植の正確な知識の普及啓発と

理解を深めることを第一に！～

（１） 市民参加の市民公開講座 講演会/シンポジウムの開催(年 2 回）

①民公開講座や講演会の開催(4 月)

②関係団体との協同で(10 月頃)

（２） 若い年代への働きかけ －従来の活動を通じて－

① 学校の授業参加(目標６大学)

② 地元の若いスポーツファンへの働きかけ(VISSEL 神戸、INAC 神戸)

③ GIFT OF LIFE 作品展の開催など(年 1～2 回)

２．広報活動の充実

（１）ホームページ随時更新

  (市民公開講座の案内・ボランティア募集など）

（２）MOTHER つうしん(年数回)発行

３．会員の強化
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第6号議案
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講師 ： 小野 元 （おの はじめ） 先生

略 歴

1967 年 3 月 15 日長野県生まれ

平成 3 年 3 月 聖マリアンナ医科大学医学部卒業、脳神経外科学教室入局

平成 9 年 3 月 同大学脳神経外科学領域にて大学院卒業 博士号取得

平成 19 年 4 月 同大学病院移植医療支援室副室長

平成 24 年 4 月 同大学脳神経外科講師、同大学東横病院脳神経外科副部長

資 格

日本脳神経外科学会専門医・指導医、日本脳卒中学会専門医

日本救急医学会専門医・指導医、日本移植学会認定医

インフェクションコントロールドクター（ＩＣＤ）認定医

Advanced international course in transplant coordination 終了

(Spain Barcelona: Transplant Procurement Management)

学会活動

日本救急医学会学評議員、日本神経外傷学会学術評議員

日本移植学会移植コーディネーター委員会委員

日本救急医学会 脳死・臓器組織移植に関する委員会委員

日本臨床救急医学会学会員：移植医療における救急医療のあり方委員会委員

日本脳神経外科関東支部：脳死判定検討委員会委員

社会活動

厚生労働省：臓器移植に係わる普及啓発に関する作業班班員

日本臓器移植ネットワーク：提供施設委員会委員


